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	牛の初乳中には免疫調節作用をもつ様々なサイトカインが分泌され、腸管を介してこれらのサイトカインが作用し、新生子牛の免疫系の刺激・活性化に重要な役割を果たしていると考えられている。このような免疫調節作用をもつサイトカインの作用機序を明らかにし、牛の難治性ウイルス感染症や複合感染症に対する新しい動物用医薬の素材として利用することが試みられている。本研究では、牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）持続感染をモデルとして、サイトカイン（腫瘍壊死因子；TNF-α、形質転換増殖因子；TGF-β）の経口投与が牛の...

